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序

わたくしたちが子供の頃、セミやトンボを追いかけた鎮守の森や、日が暮れるの 

も忘れて遊びまわった小さなお寺。時の流れを飛びこえて人々の心に懐かしいこれ 

らのお寺やお宮も,ふと目を向けると,現在では淋しく荒廃してしまっているもの 

が多いようです。それは,町や村の構造や宗教に対する考え方などの変化を原因と 

して考えられるだけに,深刻な時勢の流れとも受取れます。それに加えて,建造物 

としても破損が著しい時期に達し,修理を施されるものも少なく,取壊される例が 

多いようです。

近世に建立された神社•寺院は,このように身近に親しまれ,当時の宗教•社会• 

歴史を理解するうえで貴重なものでありますが,遠からず消滅してしまうという状 

態にあります。

群馬県教育委員会では,これら近世に建てられた社寺建築の実態を把握し,保護 

対策の基礎資料を収集するため,昭和53年度の国庫補助を得て、近世社寺建築緊急 

調査を実施しました。

当県に残存する近世社寺は約1,0⑻棟にも達するので、短期間に全部の詳細を把握 

することは不可能です。今次調査では,比較的保存状態のよいものについて,調査 

表•図面•写真等を作成し,報告書に収録しました。文化財保護の基礎資料ではあ 

りますが,みなさまに広く活用され,今後の研究の一助となれば幸いです。

末筆ではありますが,調査に御協力いただきました社寺等の建造物所有者及び関 

係者の各位,各市町村教育委員会の方々,調査並びに報告書作成に御尽力ください 

ました東京工業大学平井聖教授と調査員のみなさまに対し,深く感謝の意を表しま 

す。

昭和54年3月

群馬県教育委員会

教育長山川武正
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関東地方の近世社寺建築

東京工業大学教授平 井 聖 

はじめに

昭和52年度から,国庫補助事業として近世社寺建築緊急調査が県を単位としてはじめられてい 

る。関東地方では,千葉県と栃木県が昭和52年度に調査を行ないすでにその報告書が刊行された。 

しかし,この調査は,これまで著名な社寺だけが研究の対象とされ,また国指定の重要文化財に 

ついてもその傾向が強かった近世の社寺建築について,単に頂点にあるものだけでなく,広い底 

辺までも調査の網をひろげ、近世につくられた社寺建築の全体像をつかもうとする試みの一つの 

糸口にすぎな’い。従って,県の単位をこえて,例えば関東地方というような大きなまとまりを持っ 

た地域の一般的傾向をとらえることが出来るようになるのは,関東地方を構成している7都県の 

調査が終ってからになる。また,隣接する東北地方南部や中部地方東部の状況も知ることが必要 

となろう。このような理由で,本稿で関東地方の近世社寺建築について概観することは未だ出来 

ないので,すでに調査が行なわれた隣接する栃木県の近世社寺建築についてあらましを述べ,参 

考に供することとしたい。そして,その後に群馬県の近世社寺建築についてふれることとする。 

北関東(栃木県)の近世社寺建築

栃木県の近世建築では,日光における東照宮ならびに大猷院廟をそれぞれ中心とする一群の建 

築が特に有名である。東照宮を例にとってみると,徳川家康の死後日光に祀るために元和年間に 

はじめてその社殿が造られ,寛永年間に3代将軍家光によって現在の社殿に建替えられてから, 

しばしば修理が行なわれていて、技術的にと共に様式の上でも東照宮の造営工事は,周辺の地域 

の大工たちに大きな影響を与えたと考えられがちであるが,そのような波及効果はなく,日光東 

照宮にみられる彫刻と色彩でおおいつくされたような社殿の様式は,100年から150年ほどたたな 

いと県下の社寺建築にあらわれてはこない。これは,日光東照宮や大猷院廟の建設や修理にたず 

さわった大工をはじめとする職人が幕府の組織の中にあり,その地域の職人たちとはほとんどか 

かわりがなかったことによっている。

次に,神社と仏寺およびその他の建築にわけて,おおよその傾向について述べることとする。 

⑴ 神社本殿ならびに拝殿 神社本殿の形式としては,一間社流造が大多数を占め,全体の8割 

にも達するであろう。県内で室町時代の遺構である木幡神社や綱神社の本殿は,ほとんど装飾が 

なく,このような傾向は江戸時代初期に造られた神社の社殿にうけつがれていた。

時代が降るに従って,一般的に彫刻による装飾がふえる傾向が認められた。しかし18世紀初頭 

まではその傾向はあまりいちぢるしくなく,御拝の手狭や蟇股内などに比較的おとなしい彫刻が 

用いられる程度であった。この傾向を示す遺構は,おおよそ17世紀後半から18世紀前半にみられ 

る。

これにつづく、様式は木鼻、尾棰などで装飾化がすすみ,時には御拝柱や長押などに薄く一面



に文様を彫るなど,装飾化の傾向が明らかに認められる本殿等の様式である。この傾向を示す社 

殿は,およそ18世紀後半から19世紀なかば頃までに主としてみられる。

また,この時期に並行して,あらゆる構造部材をはじめ,壁面に至るまで床など実用を含んだ 

部分以外はすべて彫刻と彩色によっておおわれてしまっている過飾の極とも云うべき様式が存在 

する。柱や梁•長押などに全面的な文様彫刻が施されるだけでなく,御拝をつなぐ海老虹梁など 

は竜などの形をとり,全く海老虹梁の原型を止めないまでになる。このような海老虹梁の先例は, 

寛永に造営された日光東照宮の拝殿御拝にすでにみられるが,広く用いられるようになるのは日 

光東照宮が造営されてから,150年から2⑻年を経過している。全面的に彫刻によって装飾される 

傾向は,主として本殿にみられ拝殿においてはそれほど著しくない。これは,本殿のもつ象徴的 

性格と拝殿のもつ実用性による相違と考えられる。幕末期のこの傾向の強い本殿では,あたかも 

一塊の彫刻といった様相を呈している。

また,江戸時代の神社建築は現在までの年月の経過が少ないために,古代や中世のものに比べ 

て本殿•拝殿が同時期の建物であるものや,社殿を中心に付属建物までととのっているものが多 

い。その上栃木県では,雪に対する配慮もあって覆屋で保護されている本殿が多く,保存状態が 

よいのも特色の一つであった。

⑵ 寺院建築 寺院建築のうち,最も多くこの時期の建物を伝えているのは本堂であり,3間堂 
の規模が普通であっfe。

様式的には,神社本殿と同様の傾向が認められたが,神社本殿の18世紀後半からいちじるしく 

なる彫刻による装飾化の傾向は寺院ではみられず,神社の項で述べた前二種の傾向に大別するこ 

とができた。栃木県では17⑻年代のはじめまで古風を残し装飾の比較的少ない様式が認められた。 

これに対し,第2期とされる様式は尾棰を竜頭とし,丹と白色で彩色をするという共通の特色 

をもち,1700年代のはじめ頃から次第に多くなった。

また,5間堂以上の規模をもつ仏堂は,外観上は比較的装飾が少ないが,内部の内陣との境の 

欄間などに装飾彫刻が多く用いられていて,時代が降ると共にふえる傾向が認められた。5間堂 

以上の本堂は,主として浄土真宗寺院の本堂や方丈を兼ねる禅宗寺院に多く,先にみた3間堂と 

は性格を異にしているものが多い。

神社が拝殿•本殿,あるいはさらに周辺の付属建物をよく残していたのと同様に寺院建築でも 

楼門と3間堂の組合せや,浄土真宗•禅宗寺院の一組の堂塔をよく残しているものが認められた。 

(3)その他 神社および寺院の主要な建物のほかには,それらの境内に建つ長屋門•客殿•庫裏 

などがあり,また孔子廟•学校建築などにも近世の建築として存在するが系統的にみることがで 

きなかった。

群馬県の近世社寺建築

⑴ 神社建築 群馬県においても,栃木県と同様に社寺建築遺構の中では一間社流造の神社本殿 

が最も多い。神社建築では,江戸時代後半になると彫刻装飾が多用される傾向が,栃木県の場合 

と同様に認められる。県内の神社建築は,主として本殿の建築の装飾に注目してみると,彫刻装 

飾の少ない前期と,多い後期に大別することができる。

前期の神社本殿の建築としては,今回の第2次調査の対象とされたものの中では次の例をあげ



ることができる。(建築年代の限定できなし、ものは除外した。以後の場合も同様である。)

八幡宮(渋川市) 慶長7年(1602) 石碑文による。

子持神社(利根郡月夜野町) 寛永10年(1633) 柱彫銘

妙義神社波己曾社(甘楽郡妙羲町)元禄16年(1703) 宮殿墨書

早尾神社(渋川) 正徳3年(1713) 棟札

以上のほか,県内には棟札を有する遺構は多く,県文化財総合調査報告書によると,

武尊神社(利根郡片品村) 元禄4年(1691) 棟札

三嶋神社(吾妻郡高山村) 元禄13年(1700) 棟札

諏訪神社(利根郡利根村) 宝永元年(1704) 台座銘

諏訪神社(吾妻郡中之条町) 元文元年(1736) 台座銘

親都神社(吾妻郡中之条町) 寛政7年(1795) 棟札

榛名神社(吾妻郡東村) 天保15年(1844) 棟札

が同様の傾向を示してし、るとみられる。従って,これらを含めると,この傾向は17〜18世紀に限 

らず,幕末の19世紀までみることができる。

これらの内では,慶長7年とされる八幡宮(渋川市)および寛永10年の子持神社(利根郡月夜 

野町)は県内の近世神社建築として古し、遺構で,詳細な調査を行なう必要があろう。

後期に属するものは,向拝柱をつなぐ海老虹梁をはじめ,木鼻•尾棰などがほとんど彫刻化し, 

大瓶束の笈形•蟇股•支輪に彫刻がみられるだけでなく,壁面が彫刻でうまり,柱•長押などに 

も文様が彫られるなど,装飾化がいちじるしいものである。この傾向は,時代が下るに従って強 

くなるのを特徴としている。

今回の第2次調査対象とされた神社建築について,主として本殿の建築に注目すると, 

雷電神社(邑楽郡板倉町) 寛文4年(1664) (棟札)文政2年(1819か？

妙義神社(甘楽郡妙義町) 宝暦6年(1756) 棟札

産泰神社(前橋市) 宝暦13年(1763) 棟札写

栗生神社(勢多郡黒保根村) 寛政2年(1790) 棟札

武尊神社(利根郡水上町) 安政5年(1858) 棟札

以上の5棟が,この時代のものとなる。そのほか県文化財総合調査報告書に報告されている社殿 

では,

土生神社(多野郡万場町) 寛政4年(1792) 棟札

三峰神社左殿(利根郡月夜野町)寛政12年(1800) 棟札

吾妻神社(吾妻郡中之条町) 文政4年(1821) 棟札

岩下菅原神社(吾妻郡吾妻町) 安政6年(1859) 擬宝珠銘

の4棟をこの期のものとしてあげることが出来る。そのほか,一見した所同様の傾向をもつ社殿 

は県内幕末期のものに多く認められた。

彫刻による装飾は,第2次調査の報告によると雷電神社(寛文4年)が最も早いが,この社殿 

の年代は棟札を写真等で確認していないので確実ではない。類似の様式をもつ拝殿に文政2年 

(1819)建立の墨書がある所から,本殿も同じ頃ではないかと考えられる。従って,雷電神社を 

1819年に下げれば,この傾向があらわれるのが18世紀後半からとなり,隣接する栃木県の場合と



同様である。

後期の社殿が示す傾向は,ともすれば過飾としてきらわれる向があるが,このような社殿をつ 

くり上げた江戸時代後半の庶民の力と,大工•彫師の技術に注目し認識を新たにする必要があろ 

ぅ。

社殿の中では,妙義神社•産泰神社が拝殿•本殿の両建物の様式がそろい,調和をみせている。 

また,妙義神社は,前身の波己曾社の拝殿•本殿を含め,唐門•随身門•長床•弁財天堂•御殿• 

総門がよく残っていて,江戸時代の神社建築群の好例と考えられる。

(2)寺院建築 寺院建築にも神社建築と同様の傾向が認められる。従来の県文化財総合調査にお 

いて,県内には棟札を残す建立年代の明確な遺構が数多く知られているが,今回の第2次調査対 

象建物では棟札等によって建立年代が明らかなものは3分の1にすぎず,年代的な傾向を知るこ 

とは出来なかった。しかし,おおよその所では,1700年代の中頃が,彫刻装飾が少なく古式を残 

す前期から,彫刻装飾を多用する後期への転換期と認められる。

前期の傾向を示す年代の明らかな遺構としては,

双林寺本堂(北群馬郡子持村) 元禄15年〜宝永5年の間(1702〜8) 欄間銘

長純寺本堂(群馬郡箕郷町) 享保21年(1736) 棟札

がある。門としてく

観音寺仁王門(藤岡市) 元禄8年(1695) 仁王像胎内銘

も同様の様式と考えられる。

後期の傾向を示す年代の明らかな遺構としては,

水沢観音堂,地蔵堂,山門(北群馬郡伊香保) 天明7年(1787) 普請帳

棚下不動堂(勢多郡赤城村) 文化3年(1806) 棟札

がある。彫刻による装飾化の傾向は,禅宗の方丈風の本堂のような規模の大きな仏堂では,内部 

の欄間などに認められるだけであるが,小規模な場合には神社本殿と同様全体に及んでいる。ま 

た,第2次調査対象寺院の中では,黄檗宗の不動寺(甘楽郡南牧村)は年代の明らかな堂宇から 

成り,注目すべき寺院の一つであろう。



群馬県の近世社寺建築

過去に群馬県でおこなわれた組織的な文化財調査のうち建造物に関係するものは次のようであ 

る。まず昭和43年度に文化庁から補助を受けて県内全域にわたる「民家緊急調査」を行なったの 

が最初であり,その成果は昭和46年3月「群馬県の民家」のタイトルで群馬県教育委員会から発 

刊されてレ、る。これより前の昭和45年には「民家緊急調査」から得た資料に基つ''しゝて,17世紀に 

溯る古い民家や特色ある民家6棟が選ばれ国指定重要文化財になっている。

次に昭和47年度〜51年度までの5ケ年がかりで県単独事業として「文化財総合調査」が実施さ 

れ,この中には建造物の調査も含まれていた。「文化財総合調査」の趣旨は「開発事業の進展,生 

活様式•意識の激変により文化財は急速に散逸,消滅しつつあり,現段階で文化財を掌握する必 

要にせまられている。そこで文化財全般について総合的に所存および現状を調査し,記録保存の 

上今後の保存計画の資料とする」ものであった。この調査における建造物の担当分野は,民家を 

除く総べての建造物を調査対象とするものであったが,実際に調査された物件の大方は社寺建築 

およびその付属建造物であった。文化財総合調査の成果は「文化財総合調査報告書第1集〜第5 

集」にまとめられ群馬県教育委員会から発刊されている。

昭和52年度にはやはり県単独事業として「洋風建造物調査」が行なわれ,この調査で得た資料 

に基〇''いて明治時代に建築された洋風建造物3棟を昭和53年度に県指定重要文化財としている。 

群馬県教育委員会で過去に実施してきた建造物関係の組織的な文化財調査は以上のようであ 

り,幸いにも筆者は調査員として上記のいずれの調査にも参加させていただいているので、ここ 

では特に「文化財総合調査」およびこれまで個人的に県内の社寺建築を調査してきた結果から、 

群馬県の社寺建築について感ずるところを簡単に述べてみたいと思う。

現在群馬県では他県に比べると国指定重要文化財の建造物は少ない方でH件13棟にすぎない 

が,このうち約半数の6件6棟が昭和45年に国指定重文になった民家であり,他の1件1棟は昭 

和51年に国指定重文になった洋風建造物であるので,民家が国指定重文となる昭和45年以前は4 

件6棟の建造物(総べて社寺建築)しか国指定重要文化財になっていなかったわけであり,社寺 

建築の場合これ以後もそのまま増加することなく現在に至っているわけである。現在国指定重文 

になっている4件6棟の社寺建造物の建立年代をみると中世末期〜近世初頭(16世紀中頃〜17世 

紀前半)に入るもので,全国的レベルでみた場合年代的には比較的新しいものばかりであるとい 

うことになり,質的にも自慢できるものとはいいがたい。この他に県指定重要文化財になってい 

る社寺建造物は11件13棟を数えるが,これらの建立年代は中世終末期〜近世中期頃までのもので 

ある。

前述の「文化財総合調査」は県内を5つの地域に分け,5ケ年間にわたって民家以外の建造物 

に関する調査を実施したわけであるが,実際に調査された大部分は社寺およびそれらの付属建造 

物であった。そして県内全域を概観した場合,社寺建造物といえども近世中期以前に遡ると遺構 

は激減し,F7世紀にまで遡ると思われる遺構になるとさらに少なくなり,各市町村単位でみた場 

合平均して1棟ほどの遺構を見出した程度であり大半は幕末期のものであった。また規模からみ 

ても大伽藍を有する神社•仏閣はほとんどなく,規模の大きな本殿および本堂もあまりみられな



い。このように群馬県内に残る社寺建築は全国的レベルでみた場合,特記すべき遺構はほとんど 

みられず,16世紀前半以前に遡る遺構も皆無である。しかし小規模ではあるが絵画や彫刻に意を 

注ぎ,さらに極彩色をほどこし幕末期の意匠的特徴をよく表わした建造物は現在でも県内のあち 

こちに散見する。そして時には大工をはじめ彫師•絵師等の職人名も判明し,保存状態も比較的 

良好な場合も多い。しかし管理状態は必ずも良いものばかりとはいえず,特に火災の危険にさら 

されている場合が多い。これらの社寺建築はたとえ建立年代が新しいといえども現在ではいくら 

大金を投じてもとても再現することのできない貴重な遺構といえる。この調査がこれらのうずも 

れている近世社寺建造物を世に出す機会になり,さらにその保護対策にまで人々の関心が及ぶよ 

うになれば,調査にたずさわった--人としてこの上ないよろこびとするものである。

(桑原 稔)



近世社寺建築緊急調査実施要項

1趣 旨

近世,なかでも江戸時代中期以後に建立された神社•寺院•霊廟等の建造物(以下「社寺建築」 

という)については,遺構の数がきわめて多いため,その実体はほとんど把握されていない。 

しかも,経過した年月から全体的に損傷がひどく,取壊されたり,大修理により原型を全く失 

う例も少なくない。

そこで,早急に調査を実施し,保存の措置を講ずる基礎資料を得ようとするものである。

2 期 間

昭和53年4月1日〜昭和54年3月31日

3 調査主体者

国庫補助を受け,群馬県教育委員会が実施する。

4 調査協力機関

各市町村教育委員会

東京工業大学建築学科(平井研究室)

5 調査対象

国指定の重要文化財建造物を除く,近世社寺建築。

6 調査組織

(1)総務班

調査の円滑な運営と総括を行なう。

〇主任調査員

〇県教育委員会事務局管理部文化財保護課長および担当職員

⑵調査班

〇主任調査員

日本建築史を専攻する学識経験者から選任し,委嘱する。

平井 聖 東京工業大学教授

◦調査員

県内の学識経験者等から選任し,委嘱する。

桑原 稔 豊田工業高等専門学校助教授

村田 敬一 藤岡工業高等学校教諭

吉田純一 東京工業大学助手

中西 章 東京工業大学大学院生

茂木 嘉夫 高崎工業高等学校教諭

小 林 喜佐男 高崎工業高等学校教諭

伊藤 初幸 桐生工業高等学校教諭

堀口義雄 桐生工業高等学校教諭

渡辺 正春 長野原高等学校教諭



峯川-郎 長野原高等学校教諭

(3)指導機関

文化庁文化財保護部建造物課

7 調査方法

(1) 予備調査

過去に実施した群馬県文化財総合調査の成果,神社寺院誌,神社寺院明細帳,宗教法人名簿 

等を参照にして所在リストを作成する。

(2) *次調査

予備調査に基->'き関係市町村の助言により現地調査を実施し,一次調査表を作成する。

(3) 二次調査

現地調査の結果,重要なものを選択し,二次調査表•境内図•平面図•写真等を作成する。

8 まとめ

(1) 報告書の作成

「群馬県近世社寺建築緊急調査報告書」

(内容)

|二次調董の結果

1予備調査一覧

(2) 保存資料

〇予備調査一覧

〇 一次調査表

〇二次調査成果(調査表,境内図,平面図,写真,等)



近世社寺建築緊急調査表(一次調査)

(群馬県)

1 神社,寺院名 2 所在地(所有者) 5 主要建物及び配置

3 宗派名 4 創立,沿革

6 建物名

7 建立,沿革

.8 資料

9 大工等

10構造,形式

11祭神,本尊

12文化財指定の有無 調査年月日 査者名

<調査表記入上の留意点>

1 神社,寺院名 旧称•俗称があれば併記。

2所在地(所有者) 所有者名を()書きで入れる。

3宗派 等 寺院は宗派•寺格を,神社は旧社格を記入する。〇〇国一の宮。

〇〇札所等も記入。

4 創立,沿革 創立.再興等の年次(西暦を併記)とその出典(緣起•地誌•寺伝

等)

5 主要建造物及び配置 建物名と建立年代を書く。配置図を略図で描く。方位を記入。

6 建物名 旧称•俗称があれば併記。

7 建立,沿革 現存する建物の建立•修理等の年次を記入。

8 資 料 建立,修理等の年次を示す資料(棟札,墨書,刻銘,文書等)や古図,

その他を記す。

9大工等 大工,彫物師,石工,葺師,鋳物師等の名前が分かれば記入。

10構造,形式 大きさも分かれば記入。

(例)「桁行五間、梁間四間,向拝一間、一重、寄棟造,本瓦葺」「三 

間三重塔,こけら葺」「三間社流造,檜皮葺」「八脚門,入母屋 

造,檜皮葺」



近世社寺建築緊急調査表(二次調査)

(群馬県)

1神社,寺院名 所在地(所有者)

3 宗派等 4 創立,沿革

6 建物名 7 建立,沿革

8 資料内容 9 大工等

10構造,形式

イ基礎 ロ軸部 ハ組物

二中備 ホ軒 へ妻飾

卜緣 チ高欄 リ床

ヌ 天井 ル 須弥壇,厨子等 ワ 彫刻等

力塗装 ヨ材質 ヲ柱間装置

5 主要建物及び配置 13 後世の修理と復原考察

11 祭神,本尊 12文化財指定の有無 調査年月日

14所見,評価等 調査者氏名



〇二次調査表記入上の留意点

1 神社,寺院名 旧称,俗称があれば併記。

2 所在地(所有者) 所有者名を()書きで入れる。

3 宗派 等 寺院は宗派•寺格を,神社は旧社格を記入する。〇〇国一の宮,〇

〇札所等も記入。

4 創立,沿革 創立,再興等の年次(西暦も併記)とその出典(緣起,地誌,寺伝

等)

5 主要建造物及び配置 建物名と建立年代を書く。配置図を略図で描く。方位を記入。

6 建物名 旧称•俗称があれば併記。

7 建立,沿革 現建物の建立,修理等の年次を記入。

8 資 料 建立,修理等の年次を示す資料(棟札,墨書,刻銘,文書等)や古

図その他を記す。

9 大工等 大工,彫物師,石工,葺師,鋳物師等の名前が分かれば記入。

10構造,形式 各部ごとに細かく記入する。

イ 基 礎 基壇,亀腹,土台,礎盤/懸造

ロ軸 部 円柱,方柱/長押,台輪の有無(木鼻付)

ハ組 物 なし,舟肘木,大斗肘木,平三斗,出組,二手先,三手先,四手先

/和様,禅宗様

二中 備 なし,蟇股,間斗束,撥束,簑束,双斗,絵様肘木/詰組

ホ 軒 一軒•二軒/板軒•疎垂木•大疎垂木•繁垂木 扇垂木

へ妻 飾 板,木連格子,豕扠首,虹梁蟇股,虹梁大瓶束等

卜 緣 なし,四方,正側面三方,正面/浜緣•落緣の有無/切目緣•榑緑

/腰組付

チ 高 欄 擬宝珠•跳/通し•中切/登高欄の有無

リ床 拭板,土間,石敷,瓦敷

ヌ天 井 組入,格,小組格,竿緣,鏡,化粧屋根裏/折上等

ル 須弥壇•厨子等 須弥壇(和様•禅宗様)/厨子(春日•一間入母屋造,三間造り付 

け等)があれば,位置も記入。

ヲ 柱間装置 略平面を描き,各間ごとに記入。

ワ 彫 刻 等 内容の概略を記入。

力 塗 装 素木•丹•漆•極彩色/仏画(真言八組,八天,三十六尊第)等。

ヨ材 質 主要部材の材質を記入。

その他,神社本殿,もこし付建物等は,身舎と庇,もこしの両方につし、て軸部•組物,中備, 

軒等を記載する。



報告書所掲の調査表の見方

1神社,寺院名 T"2 所在地(所有者)

3 宗派等 4 創立,沿革

5 建物名 6 建立,沿革

7 構造,形式

イ基礎 口 軸部 「ノヽ組物

二中備 ホ軒 へ妻飾

卜緣 チ高欄 リ床

ヌ天井 ル須弥壇,厨子等 ヲ彫刻

ワ塗装 力材質

8 祭神,本尊 9 文化財指定の有無 T"調査年月日

10所見,評価等 調査者氏名



神 社



産泰神社

(本殿•拝殿)

1産泰神社 こ前橋市下大屋明神山569 _______________________________________ __

3旧村社 4履中元年創立,前橋藩主酒井氏の援助を受ける(社伝)

5本殿,合の間,拝殿 6本殿は棟札により宝暦13年(1763)の建立とわかる,昭和40年に屋根皤

7本殿一正面1間,側面1間向拝1間付単層入母屋妻入鉄板葺(もと茅葺),合の間一正面1間,側面2間単層 
切妻,鉄板葺’拝殿一正面3間,側 

ィ本殿一切石積+亀腹,合の間然石礎石,拝殿一切I、尨殿内間sSS'lフ、本殿ーニ手先,合の間一出組 
一石積基壇,附早柱切石礎盤礎石,他自然石礎石_____象台2は ～ ___ 拝殿ーニ ___________________
二 本殿—斗のみ,合の間一蟇股,拝 ホ本殿-二軒,繁極,平行棰,合の間-二軒,繁極,平行 へ 本殿一虹梁+組物,介の間一なし 

— 殿一なし________________ 棰,拝殿-二軒,繁插,平行極___________________拝殿ーニ重虹梁+組物+大瓶束
卜本殿一四方,切目緣,_腰組(出組)付,合の間ー チ 本殿一擬宝珠高欄,合の間一なし リ 本殿一板敷,合の間一畳敷, 
_し,拝殿-正,側三方切目緣,腰組付________拝殿一擬宝珠高欄________拝殿一畳敷_______________________

ヌ本殿一棹緣天井,合の間一格天井 ル ホ款間*^頁軒篇：SK認
#殿:一%天# _________________________________________________________________捽殿一向抨唐破風付近,繫梁,手狭’脇障子等彫刻あり

ワ本殿一柱一赤漆,彫刻一白,壁一丹,合の間一柱ー カ？ 
黒,彫刻一白,拝殿一柱,鴨居黒,i組物丹,彫刻一白 - ________

8木花佐久夜毘買 9 I 昭和53年8月24日

10  吉田,中西

(神門)______________________ _____________________________________________

1産泰神社 j"2前橋市下大屋明神山569

3 4

5神門 6建立年時不詳。昭和38年一 50年屋根葺き替え_______________________

7 3間1戸八脚門正面軒唐破風付入母屋鉄板葺(もとカヤ葺)

イ芸ss_壇,基段上囬石,四半敷ロ円柱,台輪あり,長押なし ハ三手先_________________________

二外部斗のみ,内部蟇股 ホニ軒,繁ネ垂,平行丰垂 へ虹梁大瓶束

f チ リ石敷

ヌ什 ヲ波支輪,蟇股内部,頭貫鼻(獅子
_恰穴开____________________________ ；_________ |_頭)虹梁に _____________

ワ素木 力

8 9 昭和53年8月24日

10 吉田,中西

配 

置 

図



産泰神社本殿•合の間•拝殿

産泰神社は履中天皇の元年の創立とされ,近世には前橋藩主の援助を受けて社殿が造営された 

と伝わる。安産の神として広く信仰を集めている。

本殿は入母屋妻入の特異な形式である。外部は,頭貫の木鼻を獅子頭とし,向拝手狭は丸彫で, 

壁面や緣下の板壁に彫刻を嵌めるなど,彫刻が多い。柱は赤漆塗で,金襴卷や長押の紋様は極彩 

色である。ただし内部は板敷板壁•棹緣天井など,外部に比べ簡素である。

棟木下端に取り付けられた棟札に「宝暦十三癸未四月二十三日奉造立産泰大明神…」とあり, 

本殿の建立は宝暦13年(1763)である。

拝殿は正面3間,側面2間の入母屋の建物で,1間の向拝が正面に取りつき,唐破風をもつ。 

向拝部分に多くの彫刻がみられる。内部は畳敷で,天井格間には極彩色の絵がある。

合の間は正面1間,側面2間,両下造である。花頭窓の外壁を彫刻で埋め,長押上にも彫刻が

みられる。拝殿同様,天井格間 

に極彩色の絵があるが,絵柄は 

異なる。

拝殿に文化10年(1813),文 

化12年(1815),文政 8 年(1825) 

の銘がある額がみられる力S建 

立年代を示す明確な資料は見当 

らない。

本殿

外

観

本殿•合の間•拝殿平面図



産泰神社神門

三手先斗拱をもつ3間1戸の八脚門である。屋根は茅葺であったが,現在は鉄板をかぶせてい 

る。正面に軒唐破風がつく。

虹梁に波形の彫刻があり,頭貫の木鼻を獅子頭とし,波支輪がみられ,一段目の尾垂木が丸彫 

になることなど,比較的彫刻が多い。しかし,彩色の痕跡はなく,いずれも素木のままである。 

言い伝えによれば,この門は造営途中で工事が止められたという。

建立年代は不明である。

神

門

外

観

神門平面図



産泰神社

合の間外観

拝 殿(部分)
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(本殿)

栗生神社 く__________________ 2勢多郡黒保根村上田沢(新井清美)

3旧村社 __________________________ 4慶雲4年(707)創立(社伝)

5本殿 6寛政2年(1790)建立(棟札)

71間社流造,鉄板葺(もと柿葺)

ィ切石基壇,石製亀腹基壇 |孓一志台'腰円窝4篇霖のみ方柱)地’ |ハ禅宗様,三手先斗拱

二蟇股 ホニ•軒繁棰,平行棰 へ二•重虹梁組物十大瓶束

卜四方切目緣,腰組(四手先)あり, リ士口齡
浜緣,浜床あり ___________________ feE玉珠咼欄_____________________ 板 敷

棹緣天井 ル ヲ軸部表面に彫刻,手狭,丸彫,頭貫鼻一獅子鼻,壁面,
_________________ _____________ :___________________扉’脇障子,波支輪,彫刻をはめ込む,他多数 

ワ腰組一黒,軸部,組物,高欄一丹
彫刻一極彩色

8豊城入彦命(クリウサエモンと1 ～～Sor; 〇
ぃつ説もあり)______________ __L_________________________________ 昭和53年11月25日

1〇_______________________________________________________吉田,中西,

(太郎神社)__________________________________________________________________________

1栗生神社 2勢多郡黒保根村上田沢

3 4

5付厪杆女郞袖朴太鼪 6明治1〇年頃上田沢中組から現在地へ移築(、社伝)建立年代不詳,宝暦|_1〇年(176〇)修理(墨書)____________________

71間社流造鉄板葺

イ切石基壇 ロ 土台,円柱(向拝のみ方柱)緣, ハ屮二
___________ 且 内法長 字甲_________________________________ ®——；__________

二蟇-股 ___________ ____________ホニ軒,繁極,平行ネ垂 へ虹梁,大瓶束

卜正側三方切目緣,浜緣あり チ組高欄,登高欄擬宝珠高欄 リ板 敷

ヌ 棹縁天井 ル ヲ 蟇股内部,正面壁面,脇障子内
兀_______________ 扉に彫刻をはめ込む

ワ階段,長押一黒,軸部,高欄,壁 力
__ 丹,彫刻一極彩色______________ ___________________________________________________________________

8金山彦命 9 昭和53年n月25日

1〇 吉田,中西



栗生神社本殿

栗生神社の草創は慶雲4年(707)といわれる。栗生山の中腹,海抜約500 メートルの高所にあ 

る。

本殿は1間社流造で,屋根は元柿葺であった。主柱,向拝柱,内法長押,頭貫の表面に彫刻が 

あり,蟇股,妻部,壁面には彫刻が嵌込まれ,極彩色に彩られている。腰組は黒塗で,組物,木 

鼻緣高欄には丹塗の跡が残っている。

寛文11年(1671)を最古として,明治期まで数多くの棟札が残るが、寛政2年(1790) 8月の 

年紀がある棟札は,造営と記されており,大工棟梁(同仕手)や彫工(同仕手)、石工の名前がみ 

られる。これ以後の棟札はいずれも修理や葺替を示すものであることから,寛政2年8月の棟札 

は,現本殿の建立年代を示すものとみてよい。

建物全体が彫刻で埋まり,彩色も華やかで,幕末期を代表する例である。

本殿

本
殿
平
面
図



栗生神社付属社太郎神社本殿

栗生神社の付属社で,明治10年(1877)頃,上田沢の中組から,現在地に移築されたという。 

1間社流造である。栗生神社本殿と比べて規模はいくらか小さい。

現状は正面の扉,扉脇の袖壁,蟇股内などに彫刻がみられるだけであるが,側面や背面の壁板 

に彫刻が嵌込まれていた痕跡がある。柱や内法長押などに彫刻はなく,蟇股内の彫刻も穏やかで, 

栗生神社本殿ほど彫刻化は著しくはない。

本殿内部に「宝暦十年辰八月吉日 ひ灸んかう.らあし本柱なげし迄作なをし申候」と記された 

部材(10X10X134センチ)があり,これが当本殿に関するものであるとすれば,宝暦10年(1760) 

に修理が行なわれていることになる。

太郎神社本殿(部分)

太
郎
神
社
本
殿
平
面
図



栗生神社

栗生神社本殿(部分)

付属社太郎神社本殿



赤城大明神

医光寺の境内を50 メートルほど登った狭し、平坦地にある。1間社流造で,明治9年(1876)に 

この地に移築したという。

向拝柱,緣束,長押の表面に彫刻を施し,壁面や扉には彫刻が嵌込まれ,向拝柱と身舎柱の繫 

梁に竜がまきつくなど,建物全体が彫刻で埋まっている。彩色は軸部,緣廻りが丹塗,垂木など 

が黒塗である。彫刻は白を基調とし,極彩色の痕跡がある。

正徳5年(1715)に建てられたと伝わるが,建築年代を示す確かな資料はない。社殿前の石造 

鳥居には,「奉造立文化二乙丑五月吉日」の銘がある。

配 置 図

1赤城大明神 ______________________  2勢多郡黒保根村上田沢326 (医光寺境内内)

3 ? 4他所から栗生神社へ持っていくことになっていたものを明治9年(1876)'
に,医光寺へ合併(医光寺伝)________

5本殿 6正徳5年(1715)建立(医光寺々伝)

71間社流造柿葺

イ 切石f青甚憶 太制麁 脂 ロ 土台,円柱,地,緣,腰,内法長 pヽ 舶样二壬忠
伽不貝^^, 創1_______________貫鼻—獅子頭 和様一手先 ____________ ________

二蟇_股 ________________________ ホニ軒,繁棰,平行棰 へ虹梁+斗拱

卜四方切目縁,腰組付浜縁,浜床あり チ擬宝珠高欄 リ板 敷

ヌ 板天并 ル ヲ 軸部表面に彫刻,向拝繫梁に竜がまきつく.手

_______________________________________________ 狭_丸彫彫刻,I扉,壁面に彫刻をはめ込む波支輪

7軸部,緣一丹,彫刻一白,捶一黒 力

8 ? 9 昭和53年11月25日

1〇  吉田,中西



赤城大明神本殿

本

殿
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土師神社

土師神社は,国指定史跡となっている本郷埴輪窯跡の南約1⑻mのところにある。「上野国神名 

帳」(総社本)に,正五位上土師明神と記されている古社で,旧村社となっていた。祭神の野見宿 

弥は埴輪製造の提唱とされ,また相撲の始祖ともいわれている。境内には「日本三辻」の1つと 

されている市の重要文化財となっている相撲壇がある。

建物としては本殿をはじめ,割拝殿•拝殿•神庫•神楽殿などが現存しているが,建立年代を 

明らかにする棟札•文献等の資料はどの建物についてもない。

本殿は一間社流造で銅板葺である。虹梁の少ない反り,よく巻いている唐草模様,装飾(彫刻 

の少ない壁面,脇障子•落着いた象鼻などの様式から化政期前のものであり,17世紀に溯る建立 

であると思われる。

拝殿に揚げられた相撲額は嘉永3 (1850)年に江戸相撲が奉納したものである。

本殿象鼻

1土師神社 2藤岡市本郷168

3 4 土師部が祖神を祭った

5本殿 6化政期前

7

イ自然石の礎石 ゴ向拝部方柱,他は円柱 ハー手先

二暮______________ ホニ軒,繁棰木 へ複合式

卜三方、浜床あり チ擬宝珠高欄(和様) リ板 張

ヌなし ルなし ヲ

フ

8野見宿弥命 9なし

桑原,村田



土師神社本殿

本殿妻上部

本殿平面図



辛科神社

多野郡吉井町神保に鎮座。祭神は須佐之男命•五十猛命が主神。本地仏は文殊菩薩。社伝に大 

宝年間(701〜704)創立と記されている。すぐれた文化を伝えて来た帰化人が祭った神社で,後 

世永く帰化人の子孫によって崇められてきた。明治25 (1892)年古社寺保存法,明治39年(1906) 

年郷社の指定を受ける。

配 

置 

図

本殿は一間社流造。瓦葺。正面以外は横板壁に彫刻(東側：松と鶏,西側：松と人物,北側： 

海岸の景色)を張り,緣はない。正面は高欄付の緣を張り,木口階段を設けるが,浜床はない。 

破風には猪の目懸魚がつき,妻には大瓶束を置き,垂木は繁二軒垂木。向拝の虹梁の端は象鼻と 

なり,海老虹梁の反は緩い。屋根裏は黒塗,扉•柱•貫,大瓶束は朱塗,その他は殆ど極彩色で 

この上なく豪華さを極め尽くす。寛文元(1661)年,領主倉橋久盛の再建である。

拝殿は正面3間,側面2間。入母屋造。瓦葺。屋根は殆ど本殿と接する。向拝虹梁と海老虹 

梁の木鼻は一体化し,獅子鼻となり,手挾で屋根裏を整える。「郷社辛科神社」の懸額が見える。 

本殿と同時の寛文元年(1661)領主倉橋久盛によって再建された。

随神門は反つき切妻造。2軒瓦葺。3間1戸,側面2間。左右の一間は中央横板壁で各々南北に 

分かれ,この横板壁を挾んで背合わせに仁王が1体ずつ,全部で4体安置され,天井は三棟形式 

である。妻は母屋下,柱上は斗拱が組まれ,中備は透かし蟇股,棟木下は大瓶束を波形の笈形で 

飾る。周囲の中備は透かし蟇股。柱は凡て丸柱。寛政9 (1797)年に改修されている。



(本殿)

1辛科神社 f2多野郡吉井町大字神保甲435

3 |毗砌瞰 間(7〇1～7〇4)創立,和銅4年(711)多胡郡新設に伴い総鎮

5本殿 6寛文元年(1661)領主倉橋内匠助久遠再建,奉行中河忠兵衛

71間社流造向拝付,棧瓦葺

イ斑 コハ屮二儿
礎石,切石 貫)木鼻(_______________出一4-__________________________

二蟇股 ホニ軒 へ虹梁大瓶束

正面のみ チ登高欄と(擬宝珠勾欄) 'J板敷

ヌ板天井 ル ヲ大瓶束,装飾文様,板かべの透彫等

7極彩色(殆ど剝落) 力櫸,桧

8速須佐之男命五十猛命外の15柱 9吉井町重要文化財(昭46. 6.25) 昭和53年8月17日

W流 の形式を良く整えている。但し彫刻部分の欠損が甚しい。 小林,茂木

(拝殿)

1辛科神社 ]2同上.

3旧社格郷社 4

5拝殿 6寛文元年(1661)領主倉橋内匠助久遠再建

7単層入母屋造,正面3間,側面2間

イ礎石切石 p g讐,向拝柱方柱,地,内法長押ハ出三斗,和様(装飾化している)

二板蟇股,向拝蟇股 ホー軒,平行棰,疎棰 へ破風に懸魚

h正側面三方切目緣 チ擬宝珠 U板敷

ヌ格天井(補修が目立つ) ルー ヲ ________________________________

7格子黒(天井)外部,丹 力桧

8 9吉井町重要文化財 昭和53年8月17日

W欠損部少C良くまとまっている。 小林,茂木

(随神門)

1辛科神社 P同上

3 4

5随神門 6寛政9年(1791)11月改修

7木造瓦葺,切妻屋根八脚門

づ礎石自然石,礎盤多胡石 l; 貝(地’腰’頭)’不鼻’貝’ハ出三斗,和様

"蟇股 ホニ軒,平行ネ垂,疎ネ垂 へ二重虹梁大瓶束,破風に懸魚

トー チー リ土間

ヌ鏡天井 ル ヲ虹梁,木鼻

7外部に丹の残留を認める。 力桧

8 9 昭和53年8月17日

W側面の修理による変化が惜しい。 小林,茂木



辛科神社本殿•拝殿

本殿•拝殿平面図



辛科神社随神門

随
神門

随神門平面図



貫前神社

(東西廻廊)

1貫前神社 j"2富岡市ーノ宮

3 ?六 4安閑天皇元年(534)と伝えられる〇 (社伝) 寛永12年(1635),本殿,
_国弊中社,上野®^ ノ呂 楼門建 ________________

5東西廻廊 6不___________________________________________________________

7東廻廊正面5間側面2間単層切妻銅板葺,西廻廊正面5間側面2間単層切妻銅板葺

イ東切石礎石,西切石礎石 ° §二方柱’地’〃腰’内法長押 ハ東一舟肘木,西一舟肘木

二東なし,西なし ホg二軒’正束ネ平行ネ垂 へ東一虹梁蟇股,西一虹梁蟇股

卜東一化粧屋根裏,西一化粧屋根裏 チ リ東一畳敷,西一拭板敷

ヌ連子窓一緑,格子戸一黒,他一丹ル

7 力 2

8 8 9 昭和53年8月23日

10 吉田,中西

(日枝神社)

1貫前神社 rz富岡市ーノ宮

3 4

5末社日枝神社本殿 6不明,旧本殿

7三間社流造,鉄板葺_________________________________________________

イ石垣積,上面石敷,自然石礎石 。氣台益,り’内逞彗4向拝のみ方柱)ハ出組,向拝連三斗一

二蟇股 ホニ軒,繁ネ垂,平行棰 へ虹梁,豕扠首

卜正側面三方切目緣 チ刎高欄(登高欄は擬宝珠高欄)リ板敷

ヌ鏡天井 ル ヲ手狭,蟇股内部にある程度

7内法長押下一丹,内法長押上一極彩色 力
_ 板扉黒漆,内部壁,天井に絵あり .
8大己貴命,大山咋命 9 Q昭和53年8月23日

10 吉田,中西

境 

内 

図



貫前神社東西廻廊

貫前神社は安閑天皇元年(534)の創立と伝えられ,上野国の一の宮である。

寛永12年(1635)建立の本殿•拝殿•楼門は国の重要文化財に指定されてぃる。

総門から石階段を下ると楼門に至るが,廻廊は楼門の左右に取り付く。東•西の廻廊ともに, 

正面5間,側面2間で,楼門脇の1間にはそれぞれ随身像が置かれてぃる。

方柱で,柱頭に舟肘木をのせ,軒は一軒,疎垂木の簡素な建物である。連子窓を緑,格子戸を 

黒とする以外は丹塗である。内部は化粧屋根裏で,妻と同じく虹梁蟇股がみられる。

東廻廊と西廻廊で,間仕切に相違がある他,畳敷と板敷に違ぃもあるが,構造面,彩色などは 

同じである。

東廻廊,西廻廊ともに,楼門と同時期に建てられたと伝えられるが,建立年代を示す資料はな 

い。

廻廊外観

楼門東西廻廊平面図



貫前神社末社日枝神社本殿

貫前神社の末社である日枝神社は,境内西部の仮殿敷地にある。本社の旧本殿と伝えられてい 

る。3間社流造である。

建物の外部は,肘木に縷鐧彩色を施すなど長押より上の部材や壁に極彩色の紋様が描かれてい 

る。内法長押下では,板戸を黒塗,軸部•壁•緣高欄などは丹塗とする。手狭,蟇股内に彫刻が 

ある程度で,比較的簡素な外観である。

内部は壁と天井に松や鳳凰などの極彩色の絵が描かれている。

建立年代を示す明確な資料を欠く。

本殿外観

日枝神社本殿平面図



貫前神社

貫前神社廻廊(部分)

東 廻 廊

日
枝
神
社
本
殿
内
部



妙義神社

(本殿•拝殿)

1妙義神社 P 甘楽郡妙義町妙義3

3旧県社 4宣化2年(537)(社伝)石垣齊享元年(1744)(石垣銘)

5妙義神社本殿,合の間,拝殿 6宝暦6年(1756)(棟札と銘札)

7権現造,(本殿)桁行3間,梁内2間,入母屋造,(合の間)桁行3間,梁間1間,両下造,背面本殿,正面 
拝殿に接続,(拝殿)桁行3間,梁間2間,入母屋造,正面千鳥破風付,向拝1間,軒唐破風付,総銅瓦葺

イ“奎殿)石製亀腹,(合の間拝殿)、自彗’ 内法長押Fヽ袅以a手于合：尾互

延石__________________ 戚貫,—(本殿獅子頭付) 刻 ______

ユ蟇股 •ホニ軒繁垂木 へ虹梁大瓶束

卜合の間はなし。切目緣,耳板付,緣束, チ］疑宝本殿は架木に茨を付 リ 鸟盥,'

腰組付(本殿は一手出る,拝殿は平三斗)_____ける) _ _

ヌ 格天井,(本殿は天井桁が2手出る,格縁は渦付, ル ヲ欄間に烏,獅子等の彫刻,丸桁全面に彫刻,向拝柱
合の間は1手,変形折上げ,拝殿も1手)________________________________________ も同じ,向拝繫虹梁は竜丸彫,本殿壁板にも波の彫-

ワ軸部,組物,軒黒漆(本殿柱は漆),力
彫刻類は彩色________________________土に—___________________________________________________________________________

8日本武尊,菅原道真,豊受大神 9県指定重要文化財 昭和53年8月22日

W装飾過多の,江戸時代中期の典型的な権現造の遺例,細部がおもしろい 吉田,中西



(弁財天堂)

1妙義神社 2 _____ ________________________________

3 4

5弁財天堂 6元文元年(1736)建立(棟札二枚),天保11年(1840)修理(棟札)

7桁行1間,梁間1間,入母屋造,正面千鳥破風付,向拝1間,jけら葺 
イ其情 •韌亀腹 卜(身舎>土台.,円柱,緣長押,腰,押,卜ま,軒支輪付(全面に雲水の彫-

基&,身口石备:亀腹 ____内法長押,(庇)方柱,虹梁型頭貫 ____________________________________

二蟇股,庇なし ホニ軒繁垂木 へ虹梁蟇股 ____________

THFIFf目縁 千擬宝珠高欄 

— : ル ヲ.身舎木鼻にして.衣木鼻獅子,丸桁,
メ _________________________ L_虹梁,長押全面に彫亥1J____________________

ワ組物以下赤,軒は黒漆,蟇股等ーカ摁
音is彩色____________________________________课 ____________________________ ____________________________________________

8 9なし 昭和53年8月22日

10小規模な本殿なるも,木鼻等細部がおもしろい。 吉田,中西 ________________

(旧波己曾社)

1妙義神社 y2 

3 4

5 站礼4丄邮门□士站姑_ 6江戸時代初期,天保4年(1833)修學(棟札2枚),宝暦6年(1756)現本
旧波己曽社社殿(旧本社社社建立時に旧社殿を移し波己曾社本殿,神楽殿 __________________

—■—(本殿)桁行3間,梁間3間,入母屋造,妻入本殿,合の間屋根は拝殿の棟を越えて破風を造る。(合'の剛桁•斤亍3 

_3間,梁間1間,両下造。 (拝 ___________________________________________

イ碰,礎石は切石,本殿は亀腹ありI! st押(本漂認音、習品ハ出組(軒支輪付,板に雲を彫刻>

二蟇股 ホZ1軒繁垂木 へ虹梁,大瓶束,猪目懸魚

卜切目緣 チ本殿のみ,逆蓮頭親柱 リ畳敷

ヌ(拝殿,本殿)出折を廻し格天井、 ル ヲ
(合の間)竿緣天井______________________ ________________________ ____________________________________________

ワ柱等赤漆,(柱もとは金箔)内装力
___ 長押～丸桁は極彩色  __ _______________________ 

8日本武尊 9県指定重要文化財__________________ 昭和53年8月22日

10権現造りに似るも,本殿が妻入となる特異な形式をもつ。装飾が少く, 吉田 中西
__意匠簡素。合の間の復原に不明な点あり _________________ ,________________________________

(御殿)
1妙義神社 P 

3 4

5御殿 6嘉永5年(1852)(社伝)

7正面7間,側面6間単層,入母屋,銅板葺

イ自然石礎石 ° 土台方柱,緣,内法,天井長押 ハなし

二なし ホZ2軒,疎棰,平行ネ垂 へ木連格子

卜南,東二方ネ専緣 チなし リ畳敷,西入側板敷

ヌ棹緣天井,上段のみ格天井 ルなし ________________

ワ素木 力 _______

8 9 昭和53年8月22日

10 吉田,中西



妙羲神社本殿•合の間•拝殿

妙義神社の創立は宣化天皇2年(537)とレ、われ,古くは波己曾の大神と称した。

本殿と拝殿は入母屋,合の間は両下造で,権現造である。屋根はすべて銅瓦葺である。拝殿は 

正面に千鳥破風が付き,向拝上部には軒唐破風がある。

合の間•拝殿に取付く神饌所は後補である。

本殿は正面3間,側面2間で,石亀腹にのり,組物は二手先である。壁面や欄間,軒支輪など 

に彫刻がある。柱は赤漆塗で,組物,軒は黒漆塗である。

合の間は正面1間,側面3間,拝殿は正面3間,側面2間である。ともに組物は二手先で,軒 

支輪,欄間などに極彩色の彫刻がある。軸部,組物•軒はすべて黒漆塗である。

本殿と合の間,拝殿で,組 

物や柱の彩色に違いがある。

本殿•合の間•拝殿は同時 

期に建てられており,棟札か 

ら宝暦6年(1756)の建立で 

ある。装飾が多くみられ,江 

戸時代中期の典型的な権現造 

の例で,細部の彫刻•彩色が 

注目される。

本殿•合の間•拝殿外観

本
殿•

合
の
間•

拝
殿
平
面
図



妙羲神社唐門

現社殿の前方にあり正面1間,側面1間の平唐門である。屋根は銅瓦葺である。

天井画(竜)に「狩野玉燕弟子中澤燕州画之」とある。正面の虹梁,楼唐戸嵌板,側面の貫, 

壁などに彫刻がみられる。

南袖塀に宝暦7年(1757)の墨書があり,唐門の建立年代もその頃であろう。

唐門外観

唐門平面図



妙義神社神楽拝観所

正面6間,側面2間,切妻,銅板葺の建物で,本社殿•唐門と同じく,境内奥の一画にある。 

正面は開放で,内部は板敷である。

現建物は昭和53年に修理されたものである。建立年代は不明(宝暦年間か)である。

神楽拝観所外観

神楽拝観所平面図



妙謝申社随神門

現社殿に登る長い石階段の中程やや上方にある小規模な八脚門である。柱など元は丹塗であつ 

たと思われる。総門同様,三棟形式となる。

建立年代は旧波己曾社社殿と同時期すなわち江戸時代初期と思われるが,明確な資料はない。

随身門外観

随身門平面図



妙義神社長床

随身門の脇にある正面3間,側面1間の細長し、建物である。正面は開放,背面,左側面は連子 

窓である。奥行1間のうち,前方約3分の1が土間,その後方3分の2は板敷である。垂木より 

上の部分は後補の改造が窺える。

随身門と同時期の建立と考えられるが,建立年代を示す明確な資料はなレ、。

長床外観

長床平面図



妙義神社弁財天堂

旧波己曾社社殿の西にある池中に建つ正面1間、側面1間の建物である。入母屋•柿葺で,正 

面に千島破風,1間の向拝がつく。向拝はもと唐破風であった。

軒は黒漆塗,組物以下は赤漆塗である。丸桁,虹梁,長押などは表面に彫刻があり,蟇股内や 

軒支輪にみられる彫刻は彩色されている。身舎柱の木鼻は鳳凰で,向拝柱の木鼻は獅子頭である。

この建物は,最初大工藤原主計桂房が元文元年(1736)に建てたことが知られる(元文元年九 

月吉日の棟札)が,天保11年(1840) 9月の棟札に「当社大破に及坂T稲荷社乃脇二あ里,此度 

井上某発願によって修営し,今此池中を修理し,以安置し奉,近ハ現当二世悉地成弁,遠ハ参詣 

諸人各願成就皆令満足之所」とあり,天保11年9月にこの地に移され,大修理を加えられたもの 

である。

弁財天堂外観

弁財天堂平面図



妙義神社鳥居

総門から低V、石階段を登り切ったところにある青銅製の大きな明神鳥居である。柱根元にそれ 

ぞれ3頭の獣頭(狛犬)が取付レ、ている。

神額裏に「寛文八戍申年十二月吉日,前天台座主二品親王良尚書之」とあり,柱根元の刻銘か 

ら,武州江戸神田住鋳物師,山本民部源徳敏の作であることがわかる。

なお石階段下には,元治元年(1864)奉献の青銅の燈籠(2基)がある。

鳥 居

鳥居平面図



妙羲神社旧波己曾社社殿

本社の旧社殿と伝わる。本殿は波己曾社として,拝殿は神楽殿として,それぞれ独立して残っ 

ていたが,昭和44年に合の間を新造して,現在地に復原されたものである。

本殿は正面3間,側面2間の入母屋•妻入の建物で,本殿の棟は拝殿の棟を越えて前方に突出 

し,破風を造っている。

拝殿は正面3間,側面2間の入母屋•平入の建物である。

柱は本殿•拝殿ともに赤漆塗(元は表面に金箔押で),内法長押上の小壁や肘木•蟇股などに極 

彩色の痕跡が窺える。

建立年代を示す明確な資料を欠くが,様式手法からみて,江戸時代初期の建立と考えられる。 

権現造に似ているが,本殿が妻入になる点は特異である。

旧波己曾社社殿外観

旧波己曾社社殿平面図



妙義神社総門

3間1戸のきわめて大規模な八脚門である。単層,切妻で,現在銅板葺であるが元は柿葺であっ 

た。

柱は赤添塗で,中備の蟇股内や妻部に彫刻がある。

建立年代は小屋束の墨書から,安永2年(1773)である。

三棟造の古式を残すが,建ちが高く,屋根が大きいことなど,江戸時代の特徴を示している。

総門(部分)

総門平面図



妙義神社御殿

総門右手の石垣上にあり,宮様御殿とも呼ばれている。

寛永13年(1636),妙義神社が江戸上野東觀山寛永寺の座主輪王寺の隠居所になり,その宿所と 

して御殿が建てられた。現在の御殿は嘉永5年(1852)に再建されたものと伝わる。

正面7間,側面6間,入母屋,銅板葺の建物で,内部は4室からなる。南西隅の8畳間は上段 

の間で,正面に床と棚(天袋)を備えている。各室ともに部屋の広さに比して,天井が高く,幕 

末の住宅の傾向を示している。

御殿外観

御殿平面図



松井田八幡宮

碓氷郡松井田町新堀に鎮座。祭神は誉田別命•息長足姫 命•玉依姫命の3神。創立年代は不 

明。建久8年(1197),鎌倉右大将頼朝立寄るの記録がある。慶安元年(1648)に3代将軍家光 

より朱印地13石6斗を賜わり,明治4年(1871)上地している。

配 置 図

本 殿



松井田八幡宮本殿•拝殿•弊殿

本殿は県重要文化財(昭和33年指定)。文献では寛永年間(1624〜1644)の建立を伝える。3間 

社流造。桁行3間,梁間2間。銅板葺。妻には大瓶束が見え,その上に斗拱が組まれ,棟木がの 

り,破風は拝懸魚,降懸魚で飾る。垂木2軒で軒の出も大きい。正面は要所に飾金具をつけ,3 

間とも観音開の板扉でまとめ,本蟇股を植物の透彫で引立たせ,他の3面は横板壁とし,中備は 

間斗束である。裏面以外は高欄付きの緣がめぐり,正面中央の階段を降りると浜床に達する。

1松井田八幡宮 p-碓氷郡松井田町新堀

3 4 慶安元年(1648) 家光より 朱印地13石6斗を賜わる。
__ ________________________________明治4年(1871)上地,境内末社ir杜________________________________ 

5本殿 6寛永年間(1624〜1644)の造営と伝えられる。

7 3間社流造正面3間,側面2間,銅板葺。弊殿,拝殿と連結

づ基壇,石垣積,礎石,自然石 柱,円柱 fハ出三十

二 間斗束,蟇股は直の部分が高く ホー軒 敏疏太 へ 切妻破風に猪目懸魚,虹梁,大瓶

h正側面三方 +擬宝珠勾欄,登高欄も同様 ' U板敷

1 ヲ奮嘉虹霧のS切鉍髿黯：学,？,しを

7組物,蟇股等に彩色の跡あり 6殆ど櫸材

8 9県重要文化財 昭和53年8月24日

io組物,木鼻,蟇股,海老虹梁の組部手法は江戸期の妙に複雑化した定型 TIZ
化は見られない。簡素な力強い表現である。 」件’

拝殿は護摩殿とも称される。本殿とは幣殿によってつながれ,前面には割拝殿が迫っている。 

屋根は入母屋で本殿の切妻とは相違するが,大きさをほとんど同じ巾にし釣合をもたせている。 

銅板葺。一重繁垂木。正面、側面の3面に低いぬれ緣がまわる。建立年代は不明。

1松井田八幡宮 2同上

3 4

5拝殿,弊殿(連結) 6寛永年間(1624〜44)(江戸初期)(社伝)

7単層入母屋,銅板葺(正面1間X側面2間),千鳥破風付
～基壇,石垣積,礎石,自然石 土台,柱方柱,内法長押,頭貫～］へ平三斗,和様

二詰組 ホー軒,疎ネr一 へ銎-子,破風に大形の鰭のついた

h正側面三方切目緣 チなし u板敷

ヌ格天井 ル, ヲ頭貫

ヮ形跡はあるが現状は無彩色______力桧

8 9無 昭和53年8月23日

10 小林,茂木



松井田八幡宮割拝殿•六角堂

拝殿に向かって左側に神輿殿を右に神楽殿を配す。中央を土間にし通路とし,土間の天井は1 

尺5寸程の升の格天井で,各々に彩色で魚•動物•鳥•人物等の絵が描かれている。前方に向拝 

が置かれ,向拝柱は四周とも幾何学模様できざまれ,虹梁にのる4つの斗拱は内側で手挾に接続 

し,屋根裏を整える。海老虹梁は極端に折れ曲"り,先端は獅子鼻となり,虹梁の象鼻とその奇形 

さを競っている。向拝最前部は鳩と松の彫刻で飾った唐破風が添えられる。建立年代は不明。

1松井田八幡宮 P 碓氷郡松井田町新堀

3 4

5割拝殿(神楽殿,神輿殿) 6

7入母屋瓦葺,向拝1間軒唐破風付(正面6間X側面2間)単層

イ礎石,切石 °嘉^貫(腰’内法’飛,頭) ハ|出三斗

二向拝部,虹梁の木鼻,獏,海老虹ホー軒陆嫌 へ向拝唐破風は背高く,江戸の特徴
梁の木鼻,唐獅子__________________ 一种,________________________兎毛通しは彫刻化し美事である。

卜なし チ リ板敷,中央部は土間

ヌ中央及び,神輿殿部分は格天井, ルー ヲ向拝部虹梁,海老虹梁手挾み部分
他は棹緣天井________________________________ に彫刻あり______________________________________________

7向拝部分に極彩色め形跡あり 力桧が多い

8 9無 昭和53年8月23日

W向拝部分の唐破風装飾は細部に亘り入念な彫刻が施されている。 小林,茂木

六角堂は建物全体が六角形で象徴されている。平面は言うに及ばず,6本の柱,各々の大斗も 

六角形である。大斗は六方面に肘木を差し出す。入隅の肘木は木鼻となり,屋内に飛出す。その 

両隣は通肘木を支え,またその隣りは通肘木の端を支え,出隅の肘木には六角形の斗がのる。出 

隅の六角形の斗について言えば,最先端の肘木は隅木を支え,その両隣は出桁の端を支え,その 

隣りは出桁を支え,最も内側は柱上を通過して屋内に入り,天井を持耐える横材を支える。斗も 

多くは菱形をなし複雑を極め,斗拱の組方にも大変苦慮した様子がうかがえる。垂木は2重繁垂 

木で扇状をなす。屋根は六注鉄板葺である。入口は嵌殺,他の五面は横板壁。現在は達磨が山積 

されているが,当初は違った目的のために建立された物と思われる。建立年代は不明である。

1同上 |2同上

3 4

5六角堂 6不明

7六角円堂,鉄板葺(柿板葺の補修と思われる)

ペ自然石 J13柱,六角形 &ヽ変形出組斗も菱形の変形

二板蟇股,各柱間に1個 ホニ重繁ネ垂(扇棰) へ

卜______________________________ チ- リ板敷

ヌ棹緣天井 ル ヲ木鼻

ワ斗拱部分に ____________力桧と思われる

8 9無 昭和53年8月23日

W六角円堂は県内にも珍らしい。 小林,茂木



松井田八幡宮本殿•拝殿

本 殿 拝 殿

本殿•拝殿平面図



松井田八幡宮割拝殿

割 拝 殿

割拝殿平面図



松井田八幡宮

六角堂

六

角

堂

六角堂平面図



渋川八幡宮

渋川八幡宮の創建は建長年間(1249〜56)と伝え,足利泰氏の2男義顕(渋川氏の祖)が渋川 

に居館を営むに当り鎌倉の鶴岡八幡宮を勧請して当社を創建したのが始まりであるという。本殿 

は境内の最も奥まったところにあり間口 3間,奥行2間の流造りで現在瓦葺にされているが,当 

初は草葺であったらしい。様式は純和様で他の様式を混入していないところは県内ではめずらし 

く大変貴重な存在であろう。手挾は浮彫で輪郭のまとめが堅く,また形が長く伸びておらずほぼ 

丸く納まっている点などは古風である。本殿のすぐ東側には建立に関する石碑が立てられており

「慶長七壬寅天 建立八幡宮 施主入沢新左衛門吉広 敬白」と刻まれている。本殿は様式の各 

種特徴から推して石碑の通り慶長7年(1602)に建立された遺構とみて間違いないであろう。

本殿の手挾 配 置 図

1渋川八幡宮 2渋川市北原1

3なし 4建長年間(1249～56)

5本殿 6慶長7年(1602)(石碑文)

7

イ基-壇 °円柱,向拝柱は方柱 I"ハ平三斗

:揆束  ______________ ホニ軒 へ豕扠首

卜正,_側面の3方______ チ跳高欄,登高欄あり リ拭 板

ヌ化粧屋根裏 ルなし ヲ

8誉田別命 9県重文(昭和36年)

～10 '
 桑原,村田



渋川八幡宮本殿

本 殿 全 景

本殿平面図



早尾神社

祭神は須佐之男命で創建は明らかでないが,本殿内は棟札と畫書(屋根裏の構造材に書かれて 

いる)が残されてお*9,建立年代は正徳3 (1713)年となっている。両者の内容は一致している 

ので,その棟札は現本殿のものとみて,まちがいないと思われる。反りの少ない海老虹梁,比較 

的よく卷いた唐草,背の高い蟇股,装飾の少ない壁面,脇障子などに江戸前期の特徴がよくでて 

いる。

1早尾神社 2渋川市大字中村字早尾31

3__________________________________  4明らかでない

5本殿 6正徳3年(1713)

7

イ自然石の礎石 口円柱(向拝部のみ方柱) Jハ三手先

二蟇股______________ ホニ軒,繁棰木 へ複合式

卜正面,側面の3方,浜床あり チ擬宝珠高欄(和様) リ板 張

メ棹緣天井 ルなし ヲ

ヮ -力

8須佐之男命 9なし

 桑原,村田
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早尾神社本殿

本殿海老虹梁

本殿平面図



大宮神社

大宮厳鼓神社由緒記によると現在地に鎮座したのは「享保元年(1716)丙申極月廿日」となっ 

ている。又,神主家覚書に拠ると「安永元年霜月拝殿屋根葺替ヲ為ス」とあるので,本殿も享保 

〜安永時代に建立されたと考えてよいだろう。拝殿向拝懸額の裏面に,「寛政四年(1793)壬子八 

月二日辰戊書之」とあるが,これは拝殿建立時かあるいは建立後に書かれたと考えられるので本 

殿の建立時期をそれ以前の享保〜安永時代とみる事に大きな誤りはないと思える。

本殿は身舎1間側面1間春日造鉄板葺である。天明5年(1785)乙巳極月に浅間山大噴火によ 

る被害が当社にも及んだ記録が残っているがそれによると,建物自体への影響は少なく,草葺であ 

った屋根を葺替えただけのようである。境内には他に,八幡宮,新社殿,神楽殿がある。

境 内 図

1大宮厳鼓神社 2吾妻郡吾妻町大字原町811(高山巌)

3 (宗教法人)神社庁 4享保元年(1716)

'平 殿 _________________________  6寛政四年(1792)ただし,拝殿向拝懸額の辜書による。

7 一間社春日造,身舎側面一間,鉄板葺

イ壇上積,切石石敷_ °円柱,長押(腰,内法) ハ出組,出三斗

_ _股 _____________________ホニ軒繁棰 へ虹梁(蟇股)

卜正側面三方切目緣 チ跳高欄 リ拭板敷

"板 ル ヲ

7 力けゃき

_____________________________  9無 昭和53年8月21日

 峯川,渡辺



大宮神社本殿

本 殿

本殿平面図



榛名神社

榛名神社由緒記によると,上野国神名帳利根郡に倭建命は従一位宝高明神として沼田滝棚の原 

栗林に鎮座し,さらに菅原道真命は従二位確根明神として沼田根岸(現社地)に鎮座し,共に神 

祠であったが,享禄3年(1530)沼田氏12代の城主沼田万鬼斎顕泰が幕岩城より鞍打城に移るた 

め鞍打に鎮座していた宝高明神を城の西下に鎮座してし、た確根明神の社に遷し,城主の妻の産土 

神である榛名大権現(埴山姫命)を勧請して3社を1社に奉斎し,榛名神社と称した。

本殿は3間社流造,身舎側面2間,銅板葺である。側面の彫刻は極彩色であるが,これは最近 

になって過去の色彩にならい塗り改めたものである。内陣に化粧屋根裏があり,他に円柱,長押 

部分にも化粧がほどこしてあり色彩は豊かである。

境内には他に拝殿,神楽殿,鳥居がある。

1榛名神社 2沼田市沼田2851(宮司 金子安平)

3 (宗教法人)神社庁(旧郷社) 4享禄三年(1530年)

5本殿 6大永〜享禄(1521〜1532)

7三間社流造,身舎側面二間,銅板葺

べ土 台 方柱,一部円柱,長押(腰,内法)卜出三斗

ュ間斗束 ホニ軒繁棰 へ豕扠首

卜正側面三方切目緣 チ跳高欄,擬宝珠 リ拭板敷

ヌ内陣化粧屋根裏,外陣板 ルなし ヲ

7 —部極彩色 力ひのき

8 _______________________________  8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 9 昭和53年8月21日

1〇 峯川,渡辺

境

内

図



榛名神社本殿

本殿背面

本殿平面図



子持神社

上牧村,下牧村の旧村社である。

本殿は1間社流造,拝殿は正面3間,側面2間,入母屋である。本殿•拝殿全体に覆屋がかか 

り,外観は特異な態を示している。

本殿は木賊葺(栩葺)、拝殿覆屋は茅葺で鉄板をかぶせている。

本殿の建立年代は身舎柱の刻銘(「釘大工新□之□沢藤左衛門,寛永拾年癸酉六月十三日」)か 

ら,寛永10年(1633)である。妻飾は豕叉首で,組物は出三斗になり,彫刻は全くみられず,様 

式的にも建立年代にふさわしい古式さ簡素さを留めている。

一方,拝殿は寛保2年(1742)の建立である(棟札)。本殿との取付部も同時に造られたもので 

あろう。拝殿および取付部は本殿に比べて粗雑である。

本殿•拝殿の覆屋は,背面板壁に文化15年(1818) 4月23日の墨書がみられることから,文化 

15年には既に建てられていたことがわかる。

子持神社の本殿•拝殿•覆屋はいずれも建立年代が明らかであることに加え,特に本殿は江戸 

時代初期に建てられた旧村社の社殿の例としても貴重な建築である。

1子持神社 P利根郡月夜野町字小松(高橋好爵)

3旧村社 4

本M,拝［ 18) 以前

7 ,本殿,1間社流造,木賊葺(栩葺) 覆屋,本殿,拝殿を覆う,正面3間,側面3間,正面入母屋,背面片流れ 
茅葺(鉄板をかぶせる), 拝殿,正面3間,側面2間入母屋,茅葺(鉄板をかぶせる)正面1間に切妻の入口付 

ィ本殿拝殿切石,土台 °本殿,身舎丸柱,庇柱方柱,拝殿,方柱 ハ本殿, 出三ツ斗

なし ホ本殿二軒,拝殿,せがい造 へ本殿,豕叉首

卜る両S ぱり’庇側面までチ本殿,擬宝珠高欄,登高欄ナシリ本殿,拝殿,取付部ともに板敷

ヌ本殿拝殿,板天井 ル入母屋,軒唐破風付,彩色あり ヲナシ

ワ 本殿,柱,頭物,内法長押,垂木が丹塗,板壁,力士八/ , 7 X
_____内法長押上小カベナド黒塗,拝殿,素木 む5、L . >   

8木花之開那姫 9町指定(本殿)重文 昭和54年3月13日

W各建物の建築年代が明らかで,本殿は江戸初期の旧村社の社殿の例として貴重 吉田,中西

(
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子持神社本殿

本殿外観

本殿平面図



武尊神社

棟正遷宮と書かれてVゝる札によると,降雨と強風による荒廃を救うために建立されたようであ 

る。本殿内陣に新造立武尊大明神尊像絵があるが,棟札も尊像絵も後世しかも最近になって書き 

改められたことは明らかである。

本殿は1間社流造,板葺である。海老虹梁部分に透彫があり,妻飾の一部に色彩をほどこした 

跡がみえる。建立時期は棟札によると安政5年(1858)戊午9月となっている。

(

安
政
五
年
の
棟
札
銘)

当
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1武尊神社 了2利根郡水工町藤原918 (林昌夫他数名)

3 4

5本殿 6安政五年戊午九月(1858)

7 一間社流造,板葺,棟唐破風付

切石礎石 n長押(腰,内法)円柱,向拝柱•方柱 ハ三手先

二蟇股 ホニ軒繁棰 へ虹梁大瓶束

卜正側面三方切目緣 .チ跳高欄,登高欄は擬宝珠高欄 リ板敷

ヌ板 ル ヲ海老虹梁部分浮彫り,一部彩色

ワー部有り 力けやき,ひば

8武尊大明神尊像絵 9無 昭和53年8月24日

10 峯川,渡辺

配 置 図



武尊神社本殿

本殿正面

本殿平面図



川額八幡宮

八幡宮境内にある石碑の銘文によると創建時代元禄元年(1688)となってレゝる。途中,宝永14 

年(1717),宝暦9年(1759),文政5年(1822),嘉永4年(1851)に修理した記録がある。

本殿は1間社流造,銅板葺である。彫刻は極彩色であるが,最近塗り改めたらしい。建立時代 

は元禄元年(1688)頃と考えられる。

境 内 図

1八幡宮 2利根郡昭和村川額1007 (竹内重利)

3村社 4永禄元年(1558)(社伝)

5本殿 6永禄元年(1558)頃(碑銘より)

7 一間社流造,銅板葺

づ壇上積,切石石敷 I j円柱,庇一角柱,長押(内法腰)| R二手先

ユ蟇股 ホニ軒繁ネ垂 へ虹梁斗中共

h正側面三方切目緣 チ跳高欄,登高欄 リ板 敷

ヌ ル ヲ極彩色

7 $けやき

8 9 昭和53年8月22日

10 1川,渡辺



川額八幡宮本殿

本 殿

本殿平面図



天満宮

当宮の起源は人皇12代景行天皇のころで,文治3年(1187),桐生家の始租藤原朝臣綱元により 

修理され,桐生領54ケ村の総鎮守と定められたとされている。その頃より境内及び宮殿(本殿) 

の規模を拡大し,明和8年(1771)11月23日,宮殿改造工事を企図し,寛政11年(1799)に落成 

した。その間、実に30年近くを費した造営とされている。これには,町田主膳(竜舞村)が大棟 

梁となり16人の棟梁,木挽方4人,彫刻師関口文治郎(黒保根村田沢)他7人,絵師梅性軒洞仙 

他5人,壁方2人,箔方3人,石工2人で大がかりであったとも伝えられている。本殿,拝殿共 

に構造的にも優れている。特に本殿は,屋根裏より緣エに至るまですべて極彩色の彫刻を施し, 

その巧妙と美観は関東においては日光東照宮に次ぐものとされている程,すばらしいものである。

当宮は建立年代等,まだ詳でないが,建造物としても貴重なものであり,大切に保存したいも 

のである。

(拝殿)

1天満宮 12桐生市天神町1—218(宗教法人天満宮 代 前原貞勝)

3県社 4

5拝殿 6寛政11年9月,改造工事落成

7正面6間、奥行3間,権現造り,屋根一銅板葺

づ基壇一壇上積,礎石一自然石 Iロ柱一円柱,長押一内法,貫一内法］ハ貫及び組物に木鼻,出三斗,一手先,和様

二 'ホニ軒,繁棰,平行ネ垂 へ

卜切目 チ擬宝珠 リ畳敷

ヌ格一部棹緣 ル ヲ

ワ カケヤキ

8祭神,菅原道真公,本尊贈太政大 Z 〇 s □
臣菅原道真公御自作の神像 1_無 昭和54年3月6日 _

io本殿とよく調和がとれ技術的にも優れ,代表的な権現造りで貴重な建造
物である。伊藤,堀口 

(本殿)

1天満宮 2桐生市天神町1一218(宗教法人天満宮代前原貞勝)

3県社 4

5本殿 6寛政11年9月改造工事落成

7切妻屋根銅板葺

イ基壇一壇上積,亀腹 ___________  °柱一円柱(彫刻) 出三斗,三手先,和様

二 _______________________________ ホニ軒,繁棰,平行捶 へ二重虹梁(大瓶束)

卜腰組一三手先 チ組高欄 リ搏緣

ス______________________________  ～ ツ有(極彩色)

7極彩色 カケヤキ

8菅原道真公,贈太政大臣菅原道真 _ロ77壬Q日a ロ
_公御自作の神像____________ 無____________________________ 昭和54年3月6日

10建立年代等はっきりしない面があるが,いたる所に極彩色の彫刻を施し ノ其雄一+尸门一
すばらしいものである。  伊藤,堀口



桐生天満宮

本 殿
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冠稲荷神社

(本殿)

1冠稲荷神社 _________________ 2太田市大字細谷一番地(宗教法人 代 大塚八郎)

3 4元治二年(1125年)

5本殿 6元禄三年(1690年)1月建立(再建)

7切妻屋根,銅板

イ基壇一石垣積,礎石一切石 D柱一円柱,長押一切目,内法 ［ハ出三斗,三手先,和様

二蟇股 ホ三軒,繁捶,平行ネ垂 へ海老虹梁,蟇股

h四方切目緣 チ高欄一組高欄,登高欄一擬宝珠 リ板 敷

ヌ ル ヲ有

7 力柱ーケヤキ

8宇迦之御魂神 9太田市指定重要文化財 昭和54年2月27日

10 伊藤,堀口

(聖天宮)

1冠稲荷神社 2太田市大字細谷一番地(宗教法人 代 大塚八郎)

3 4

5聖天宮 6安政四年(1857年)十月

7八棟造り,桟瓦葺

ィ ______________________________ a柱一方柱,長押一内法 出組,和様

二_______________________________*二軒,繁棰,平行棰 へ

卜正•側三方切目緣 チ リ板敷

ヌ格天井 ル ヲ有

フ カ

8宇迦之御魂神 9太田市指定重要文化財 昭和54年2月27日

1〇すばらしレ、彫刻があり作者もわかってレ、るので今後は保存して行く必要
があると思う〇   伊藤,堀口 

配

置

図



冠稲荷神社

冠稲荷神社は天治2年創建と伝えられる古社で,日本7稲荷の1つである。また社伝によれば, 

承安4年(1174年)源義経が頼朝の追捕を逃れて奥州に向う途中,冠の中に納めてあった伏見稲 

荷を祀ったため,冠稲荷とよばれるようになったと伝えられている。この本殿は元禄3年に再建 

された建物で,作者は不詳であるが,すばらしい彫刻が施されている。また聖天宮は安政4年, 

佐波郡下渕名の名工弥勒寺音次郎,音八父子の手なる八つ棟造といわれる建物である。音八は彫 

技にすぐれ聖天宮を完成させた後,茨城県指定重要文化財となっている笠間稲荷神社本殿や,皇 

居賢所の造営に当っている程の名工である。本殿及び聖天宮は太田市指定重要文化財となってお 

り,管理も充分行きとどいているので安心であるが,今後も大切に保存して行く必要があろう。

本 殿

本 殿



冠稲荷神社本殿

本 殿

本殿平面図



冠稲荷神社聖天宮

聖 天 宮

聖天宮平面図



尾曳稲荷神社

尾曳稲荷神社は,赤井氏館林築城後,その守護神として鎮祭されたものであるが,その年月は 

詳でない。神社の創始は天文年間と伝えられている。天正18年(1581)榊原康政館林城主となる 

や,社殿を慶長元年(1596)に改築し,寛永9年(1632)榊原忠次により修覆された。その後正 

保2年(1645)松平和泉守乗寿により大修理,宝永年間、大改築,安永8年(1779)修履,其の後, 

文政又は天保年間に城主松平家によって新築されたようである。現在の本殿正面の楣を見ると, 

揚羽蝶と市葵紋章を彫刻してあり,揚羽蝶は松平家本来の家紋であるが,徳川家斎(11代将軍) 

の一子である斎良を迎えるに当って,葵紋を併せ用いる事を許された。この2つの紋章によって, 

文政5年より天保7年までの12ケ年の中に新築されたもので,現在の社殿は,昭和12年9月修覆 

したものである。

1尾曳稲荷神社(俗 尾曳様) 2館林市館林67

3村社 4天文年間

5本殿 6

7流れ造り,単層,正面3間,側面2間,向拝1間,銅板葺,軒唐破風,千鳥破風付

ィ-監亀も礎石-切石基壇上面卜柱-円柱,長キ

二蟇股 ホニ軒,繁棰 平行棰 へ虹梁 蟇股

卜四方緣,切目緣,浜緣 チ高欄一擬宝珠,登高欄一擬宝珠 リ不 明

''不明 ル ヲ彫刻一揚羽蝶,一葵紋章

ワ カ桧

8倉稲魂命(主祭神)その他誉田別1Q日ロ 
尊,倭健尊,素戔嗚尊 - —無_________________________ _ 昭和53年8月18日

10 伊藤,堀口
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雷電神社

雷電神社は板倉町指定重要文化財となっており同町教育委員会の作成した資料を参考にする 

と,人皇33代推古天皇の時,聖徳太子の開基といわれ,後延暦15年(796)征夷大将軍坂上田村麻 

呂が東征の折,詔を奉じて神殿を造営,天文16年(1547)正月に,地頭篠崎三河守が改修,元亀 

3年(1572) 3月,長尾景長,同新五郎顕等により修理され,現存の社殿は,寛文4年(1664)

9月館林宰相徳川綱吉(5代将軍)によって改築されたものである。その後,棟札によると延宝 

2年(1674) 9月,享保21年(1736),明和6年(1769),文政2年(1819),文政6年(1823)と多 

くの改修がなされたようである。

現在の建物は,拝殿は入母屋造,本殿は流れ造りで,屋根は銅板葺で葵の紋の使用を許されて 

いる。彫刻は,文政2年4月,上州花輪村(現勢多郡東村大字花輪)の物師石原常八の作であ 

る。本殿の北東隅(丑寅)腰額緣彫刻は実に面白い。童子が川より「ウナギ」を綱(さで)で捕 

る構図で昔から「ウナギ」は,ヌルヌルして捕えられない魔性をもっている。それを神社の裏鬼 

門除けとして「サデ」で「ウナギ」の魔性を除くということで造られている。他方,本殿の東西 

両側には,雷神が,いつでも出入りできる扉と階段がついている。

尚この建物は数多くの改修はあるが群馬県にとって貴重な建造物である。又現在は多少の雨漏

がするとのことであるが,早急に修理をしたいものである。

1雷電神社(旧雷電社,俗板倉様)__ 2邑楽郡板倉町板倉2406 (宗教法人雷電神社代 江森弘)

3郷社正一位雷電宮 4

5本殿,拝殿 6寛文4年(1664) 9月館林宰相徳川綱吉(5代将軍)によって改秦

7 (拝殿),入母屋,単層,正面3間,側面3間,向拝1間,(本殿)流れ造り.銅板葺

イ基壇一乱積,_礎石一自然石______  u柱一円柱,長押一腰,内法 P禅宗様

二蟇股 ホニ軒,繁極,平行棰 へ海老虹梁

卜四方切目緣 チ高欄一擬宝珠,登高欄一擬宝珠 リ畳敷一部板敷

ヌ格•折上 ル ヲ石原常八作の彫刻あり

ワ カ

8火雷神,大雷神,別雷神 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 9板倉町指定重要文化財 ] 昭和53年8月16日

ioこの建物は貴重な建造物と思う。現在は雨漏のする所があるとのことで 一一—
早く修理する必要がある。  伊藤,堀口
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雷電神社本殿•拝殿

拝殿正面
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長良神社

藤原長良を祭神とする。新田•邑楽の地に多数みられる。長柄神社も藤原長良を併祀している。 

この地方は以前佐貫荘と呼ばれ藤原氏の荘園であり,律令制度がくずれ地方政治が乱れ農民の生 

活が苦しかったとき,長良がすぐれた武力をもって,横行する賊を討ち,乱れを正し,徳政をし 

いたのでその恩徳に感じ祀られたとレ、う。邑楽•館林地方では,邑楽町7社,大泉町11社,千代 

田村6社,館林市15社,明和村12社,板倉町2社があるが,現在社名を失ったものもある。なか 

でも千代田村瀬戸井と館林市代官町の長良神社はよく知られる。瀬戸井の長良神社は祭神は藤原 

長良ほか17柱。870 (貞観12)年邑楽郡赤岩城主赤井良綱が,社殿を造営し,郡中総鎮守としたの 

が祭祀のはじまりといわれる。

配

置

図

1長良神社 2邑楽郡千代田村舞木267

3村社 4天慶年中(社伝)天慶(938〜946)年中

5本殿 6

7流れ造(1間社),単層,正面1間,側面1間,向拝1間,屋根一切妻,桟瓦葺

ゴ礎石一切石 n柱一円柱(向拝方柱),長押緣,内法''出組

ュ蟇股 ホニ軒,繁锤,平行棰 へ二重虹梁

h四方切目緣(腰組付) チ組高欄,登高欄一擬宝珠 ,J

ヌ ル ヲ

7丹 カケヤキ

8藤原長良公 9無 昭和53年8月29日

10 伊藤,堀口
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